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【要旨】 

99mTcO4
-シンチグラフィにおいて唾液腺腫瘍であるワルチン腫瘍とオンコサイ

トーマが特異的に集積を示す機序の解明のために本研究を行った。細胞膜タン

パクの一つであるナトリウム/ヨードシンポーター（NIS）は甲状腺や耳下腺組

織などに発現して I-と 99mTcO4-の能動的取り込みを担う。ワルチン腫瘍の好酸性

上皮細胞は唾液腺の線条部導管細胞と組織学的に類似することから、NISはワル

チン腫瘍にも発現して Tc の取り込みに関与していると考えた。そこで我々は、

耳下腺腫瘍について抗 NIS抗体を用いた免疫染色を行ない、Tcシンチ所見と比

較した。さらにリアルタイム PCR法で正常耳下腺組織、ワルチン腫瘍、多形腺

腫間の NISmRNAの相対発現量を比較した。ワルチン腫瘍やオンコサイトーマな

どの Tc陽性唾液腫瘍では抗 NIS抗体は陽性もしくは弱陽性となり、多形腺腫や

その他の Tc陰性耳下腺腫瘍では NIS陰性となった。リアルタイム PCR法による

NISmRNA発現の検討では正常耳下腺組織が最も高く、次いでワルチン腫瘍、多形

腺腫は１例を除き０であった。以上の結果から耳下腺腫瘍における Tc集積の機

序には NISによる Tcの取り込みに加えて、排泄機能が乏しいことが関与すると

考えられた。 


